
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































statisticalunits ｍａｙ notbereleased． 
3.NotwithstandingtheprovisionsofParagraph2,StatisticsFinlandmayalso 
releaseforuseinscientificresearchorstatisticalsurveysdataonaperson 
ｓage,sex,educationandoccupationprovidedthattherecipientofthedata 
isauthorisedtocollectsuchdataundertheActonPersonalDataFiles． 
４Thereleaseofdatamustnotcauseanydamageordetrimenttothesubject 
ofthedata・Whenreleasingdata，theauthorityshallissueanyorderｓ
necessaryfortheprotectionofthedata． 
〔統計法〕
第18条
(2)統計作成機関が収集したデータは，科学的研究又は社会情勢及びその進展状況に
関する統計調査に使用するために開示することができる。ただし，個人データフ
ァイル法に定める個人データ及び他の統計111位の個体識別が可能なデータはこの
限りでない。
(3)本条第２項の定めにかかわらず，フィンランド統計局は，科学的研究又は統計調
査に使用するために個人の年齢，性別，学歴及び職歴に関するデータを開示する
ことができる。ただし，データの受領者が個人データファイル法に基づいてかか
るデータの受領を許可されている場合に限る。
(4)データの開示によってデータ主体にいかなる損害も被害も与えてはならない。デ
－タの開示に当たっては，関係行政機関はデータの保護に必要な命令を発出する
ものとする。
Sectionl8・Genealogicalresearch
(1)Unlessprohibitedbythedatasubject,datamaybecollectedandrecorded， 
alsoforareasonnotreferredtoinsection8(1),intoapersonaldatafilekept 
forthepurposesofgenealogicalresearch,asfollows:identifyingdataonthe 
memberofafamilyandhis/herspouse,theotherdatarequiredforgenealogi‐ 
calresearchandthedatasubject'scontactinformation． 
(2)Forpurposesofagenealogicalregisterreferredtoinparagraph(1),ｄａｔａ 
thatmayunderthatparagraphbecollectedandrecordedintosuchafileｍａｙ 
bedisclosedfromanotherfile,unlessprohibitedbythedatasubject， 
〔個人データ法〕
第１８条（系図学的研究）
(1)データ主体が反意を表明しない限り，データは，本法第８条第１項に掲げられて
いない理由によっても 系図学的研究用に維持される個人データファイル，家族
の構成員及び当人の配偶者についての識別データ，系図学的研究に必要とするそ
の他のデータ並びにデータ主体の連絡先のデータを収集の上これを記録すること
ができる。
362 
(2)本条第１項に定める系図学的登録のために同項に基づいて収集し記録することの
できるデータは，データ主体が反意を示さない限り，他のファイルからこれを開
示することができる。
Section35・Transferofpersonaldatatobearchived
(2)Apersonaldatafilewhichissignificantforpurposesofscientificresearch 
orotherwisemaybetransferredforarchivingtoaninstitutionofhigher 
educationortoaresearchinstituteorauthorityoperatingonastatutory 
basis，wheretheNationalArchiveshavegrantedapermissionforsuch 
archiving・TheNationalArchivesmaygrantcorporations,foundationsand
institutionsapermissiontoarchivepersonaldatafilescompiledintheirown 
activitiesandfulfillingtherequirementsabove・Inthepermissionthe
NationalArchｉｖｅｓｓｈａｌｌｌａｙｄｏｗｎｒｕｌｅｓｆｏｒｔｈｅｐｒｏtectionofthefilesandfor 
themonitoringoftheuseofthepersonaldata． 
(3)Beforegrantingapermissionreferredtoinparagraph(2)，ｔｈｅNational 
ArchivesshallreservetheDataProtectionOmbudsmananopportunityｔｏ 
issueanopiniononthematter． 
〔個人データ法〕
第35条（個人データの公文書庫への移管）
(2)科学的研究等において重要な個人データファイルは，高等教育機関，研究機関又
は法的根拠に基づいて運営される当局にこれを移管することができる。ただし，
国立公文書館がかかる移管について許可を与えた場合に限る。国立公文書館は，
企業，財団，及び教育研究機関に対して，自己の業務の遂行中に作成された上記
の要件を満たす個人データファイルを保管する許可を与えることができる。かか
る許可に際して，国立公文書館は，ファイルの保護及び個人データの利用の監視
方法について規則を定めるものとする。
(3)本条第２項に定める許可に先立ち，国立公文書館は，データ保護オンブズマンに
その案件について意見を述べる機会を付与するものとする。
